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CONTENTS表紙説明
　「全力の心に会える夏」とは、寿めぐみさん（喜界高校２年）
が作った、今夏の甲子園の公式キャッチフレーズである。
　第 93 回全国高等学校野球選手権鹿児島大会３回戦、対鹿
児島玉龍。３年生の “ 最後の夏 ” は、この試合であった。
　たしかに、県立鴨池球場で、両チームの応援する人や選手
たちの「全力の心」に、会うことができた。
　３年生は、練習の日々や試合の一瞬一瞬を忘れないだろう。
　後輩らは、先輩から受け継がれる背番号に恥じぬように、
全力で汗と土にまみれて今、白球を追いかけている。

8
本 町 は「 日 本 で
も っ と も 美 し い
村」連合に加盟し
ています。

全力の心に会える夏

レフトへ痛烈なヒット！若松選手

2度も目前まで迫るが、遠かったホーム

3試合（うち2完封）を投げ抜いた松元投手ベンチ外からも声を枯らして応援

涙をこらえて相手校歌を聞く喜高ナイン
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平
成
24
年
４
月
か
ら
、
湾
・
上
嘉
鉄
・

坂
嶺
・
荒
木
・
滝
川
の
５
幼
稚
園
を
再

編
し
て
「
あ
ゆ
み
幼
稚
園
」
を
新
設
し
、

早
町
・
志
戸
桶
・
小
野
津
・
阿
伝
の
４

幼
稚
園
を
再
編
し
て
「
の
ぞ
み
幼
稚
園
」

を
新
設
。

　

ま
た
、
湾
小
学
校
・
上
嘉
鉄
小
学
校
・

坂
嶺
小
学
校
・
荒
木
小
学
校
・
滝
川
小

学
校
を
再
編
し
て
「
喜
界
小
学
校
」
を

新
設
、
早
町
小
学
校
・
志
戸
桶
小
学
校
・

小
野
津
小
学
校
・
阿
伝
小
学
校
を
再
編

し
て
「
早
町
小
学
校
」
を
新
設
。

　

第
一
中
学
校
・
第
二
中
学
校
・
早
町

中
学
校
を
再
編
し
て
「
喜
界
中
学
校
」

を
新
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
開
校
い
た
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
新
し
い
幼
稚
園
・
学
校
に

ふ
さ
わ
し
い
「
校
章
・
園
章
」
の
デ
ザ

イ
ン
を
広
く
皆
さ
ま
か
ら
募
集
い
た
し

ま
す
。

◎
デ
ザ
イ
ン
の
応
募
方
法

・
用
紙
サ
イ
ズ
は
問
い
ま
せ
ん
が
用
紙

　

の
中
に
縦
15
㎝
、
横
15 

㎝
の
枠
を
描

　

き
、
そ
の
枠
内
に
黒
書
き
で
校
章
・

　

園
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い

　
（
パ
ソ
コ
ン
等
使
用
可
・
折
り
目
の

　

な
い
よ
う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
）。

・
枠
外
に
「
○
○
幼
稚
園
園
章
」「
○
○

　

小
学
校
（
中
学
校
）
校
章
」
と
記
入

◎
幼
稚
園

　

あ
ゆ
み
幼
稚
園

（
上
嘉
鉄
小
学
校
跡
地
）

　

の
ぞ
み
幼
稚
園

（
志
戸
桶
小
学
校
跡
地
）

◎
小
学
校

　

喜
界
小
学
校

（
湾
小
学
校
跡
地
）

　

早
町
小
学
校（

早
町
中
学
校
跡
地
）

◎
中
学
校

　

喜
界
中
学
校（

第
一
中
学
校
跡
地
）

『
校
名
選
考
』
の
経
過
に
つ
い
て

　

募
集
結
果
を
も
と
に
、
新
学
校
ご
と

の
学
校
再
編
準
備
委
員
会
総
務
部
会
で

検
討
さ
れ
た
校
名
案
を
学
校
再
編
準
備

委
員
会
で
さ
ら
に
協
議
し
、
幼
稚
園
２

案
、
小
学
校
６
案
、
中
学
校
２
案
の
候

補
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

準
備
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
校
名

案
」
の
中
か
ら
学
校
再
編
推
進
委
員
会

に
お
い
て
校
名
を
決
定
し
、
６
月
の
定

例
議
会
で
、
喜
界
町
立
公
立
学
校
設

置
条
例
の
一
部
改
正
の
議
案
が
可
決
さ

れ
、
正
式
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
ら
れ
た
思
い
・
願

　

い
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
白
黒
画
（
単
色
・
単
彩
）
と
い
た
し

　

ま
す
。

◎
応
募
締
切
日

　

平
成
23
年
９
月
15
日
（
木
）

　

必
着

◎
留
意
事
項

・
応
募
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
一

　

校
一
作
品
と
し
ま
す
。

・
応
募
用
紙
に
簡
単
な
説
明
と
住
所
、

　

氏
名
、
勤
務
先
、
電
話
番
号
（
児
童

　

生
徒
は
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
）
を

　

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

　

ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
著
作
権
に
ふ
れ
な
い
よ
う
十
分
配
慮

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
著
作
権
等
に
つ
い
て
、
第
三

　

者
か
ら
異
議
申
し
立
て
、
苦
情
等
が

　

あ
っ
た
場
合
は
、
応
募
者
が
対
応
す

　

る
も
の
と
い
た
し
ま
す
。

・
採
用
さ
れ
た
作
品
の
使
用
に
あ
た
っ

　

て
は
、
内
容
を
一
部
変
更
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
、
次
の
提
出
先
に
持
参

　

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
町
内

　

の
児
童
生
徒
は
各
学
校
に
提
出
し
て

　

下
さ
い
）。

◎
発
　
表

　

本
誌
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

　

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
９
１—

６
２
９
２

　

喜
界
町
湾
１
７
４
６
番
地

　

喜
界
町
教
育
委
員
会
総
務
課

　

学
校
再
編
担
当

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
７
ー
６
５
ー
１
１
１
１
（
内
55
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
７
ー
６
５
ー
４
７
６
０

　
Ｅ
メ
ー
ル
：kyoi-s1@

tow
n.kikai.lg.jp

　本誌，町ホームページおよび各幼稚園・小中学校を通じて，平成 23 年１月 14 日〜２月 15 日の期間に公募し，
町民の皆さまからいただいた「校名案」（応募総数：923 点）をもとに，各新設校の校名が決定しましたのでお知
らせいたします。
　ご応募いただいた皆さまには厚くお礼申し上げます。

来年度からは「あゆみ幼稚園」（現・上嘉鉄小）

喜界町立幼稚園・学校の校（園）名決定

新
設
学
校（
園
）名
称

「
校
章
・
園
章
」募
集
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

「
き
か
い
１
０
０
（
い
ち
ま
る
ま
る
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は
７
月
３
日
、
小

学
生
約
２
３
０
人
を
集
め
て
、
ス
ポ
ー

ツ
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
町
体
育
館
と
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
準
備
体
操
の
後
、
相
撲

や
サ
ッ
カ
ー
、
な
ぎ
な
た
な
ど
全
12
種

目
を
体
験
し
な
が
ら
、
普
段
は
馴
染
み

の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
に
楽
し
く
親
し
ん
で

い
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、「
１
０
０
歳
ま
で
に

１
０
０
の
ス
ポ
ー
ツ
」
を
合
い
言
葉
に
、

今
年
４
月
に
組
織
さ
れ
た
。
今
回
は
同

ク
ラ
ブ
未
加
入
の
児
童
ら
約
30
人
も
参

加
し
た
。

　

上
嘉
鉄
小
４
年
の
平
野
ゆ
か
さ
ん
は

「
は
じ
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
だ
っ

た
け
ど
野
球
が
お
も
し
ろ
い
。
け
っ
こ

う
ボ
ー
ル
が
飛
ん
だ
」
と
喜
ん
だ
。

児
童
ら
12
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を

い
き
い
き
と
体
験

めざせ！なでしこジャパン サムライジャパン！！

きかい100スポーツクラブ・体験フェスタ

体験したスポーツで「スタンプリレー」

サッカー

ソフトボール

なぎなた
バスケットボール

バドミントン ソフトテニス

卓球 相撲 剣道

野球

陸上競技

バレーボール
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高
く
厚
い
決
勝
戦
へ
の
壁
…

  

２
日
目
、
予
選
１
位
通
過
に
よ
り
準

決
勝
か
ら
登
場
の
喜
界
は
、
準
々
決
勝

で
宇
検
と
の
激
戦
を
制
し
た
奄
美
と
の

対
戦
。
予
選
の
快
進
撃
を
受
け
て
周
囲

の
期
待
が
高
ま
る
も
、
選
手
た
ち
は
前

日
か
ら
一
転
し
て
動
き
が
固
く
、
序
盤

か
ら
リ
ー
ド
を
許
す
展
開
と
な
っ
て
１

セ
ッ
ト
目
を
落
と
す
。
２
セ
ッ
ト
目
は

体
勢
を
立
て
直
し
て
上
地
に
ボ
ー
ル
を

　

第
65
回
県
民
体
育
大
会
・
第
52
回
大

島
地
区
大
会
（
郡
体
）
は
７
月
８
日
か

ら
10
日
ま
で
、
群
島
各
地
で
男
女
・
混

成
36
競
技
が
一
斉
に
開
催
さ
れ
、
本
町

で
は
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
あ
っ

た
。

　

こ
こ
数
年
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
ベ
ス

ト
４
に
食
い
込
む
喜
界
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（
原
田
彰
監
督
）
は
今

回
、
28
年
ぶ
り
の
地
元
開
催
に
燃
え
、

優
勝
を
期
し
て
練
習
に
打
ち
込
ん
だ
と

い
う
。

　

初
日
、
予
選
リ
ン
ク
A
に
入
っ
た
喜

界
は
、
前
回
優
勝
の
和
泊
と
い
き
な
り

激
突
。
優
勝
候
補
筆
頭
の
強
豪
チ
ー
ム

と
一
進
一
退
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
堅

い
守
備
と
エ
ー
ス
上
地
徳
人
の
ス
パ
イ

ク
が
要
所
で
決
ま
り
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン

ト
２
ー
０
で
勝
利
を
収
め
た
。
続
く
２

戦
目
は
知
名
。
優
勝
候
補
の
和
泊
に
勝

利
し
て
勢
い
づ
く
喜
界
は
２
セ
ッ
ト
連

取
し
、
予
選
は
１
セ
ッ
ト
も
落
と
さ
ず

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
駒
を
進
め
た
。

集
め
つ
つ
、
西
田
重
樹
ら
の
攻
撃
も
効

果
的
に
決
ま
り
、
守
っ
て
は
東
健
一
を

中
心
に
粘
り
を
見
せ
て
、
セ
ッ
ト
を
奪

い
返
し
た
。

　

第
３
セ
ッ
ト
、
１
セ
ッ
ト
目
と
同
じ

く
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
を
許
す
苦
し
い
展

開
が
続
く
。
最
後
ま
で
途
切
れ
な
い
地

元
観
客
の
大
声
援
の
中
、
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
に
必
死
に
食
ら
い
つ
い
た

が
、
こ
こ
数
年
、
喜
界
に
立
ち
は
だ
か

る
”決
勝
へ
の
壁
“
を
前
に
力
尽
き
た
。

　

決
勝
戦
は
、
奄
美
と
喜
界
戦
で
の
敗

戦
を
バ
ネ
に
勝
ち
上
が
っ
た
和
泊
が
顔

を
合
わ
せ
、
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
奄
美

が
優
勝
し
た
。

　

試
合
を
終
え
て
原
田
監
督
は
「
喜
界

チ
ー
ム
は
先
行
逃
げ
切
り
型
。
攻
め
た

ら
強
い
が
守
り
に
入
れ
ば
も
ろ
い
。
初

戦
は
思
い
切
り
ぶ
つ
か
り
、
地
元
の
皆

様
の
声
援
が
大
き
な
力
と
な
り
勝
利
で

き
た
。
奄
美
戦
は
力
負
け
の
実
感
は
な

い
。
挑
戦
者
の
立
場
を
忘
れ
て
受
け
に

回
り
、『
普
段
ど
お
り
』『
平
常
心
』
を

保
つ
難
し
さ
を
実
感
し
た
。
練
習
相
手

不
足
は
言
い
訳
に
な
ら
な
い
。
相
手
の

情
報
も
大
切
だ
が
、
自
分
た
ち
の
良
さ

を
認
識
す
べ
き
と
感
じ
る
。
技
術
で
は

負
け
て
な
い
の
で
『
た
た
か
う
姿
勢
』

を
い
か
に
確
立
す
る
か
が
、
こ
れ
か
ら

一
年
の
課
題
と
な
っ
た
」
と
総
括
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
は
中
学
高
校
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
や
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

運
営
に
協
力
し
、
公
認
審
判
B
級
ラ
イ

セ
ン
ス
を
持
つ
黒
田
拓
也
さ
ん
（
赤
連

出
身
）
も
大
阪
か
ら
駆
け
付
け
て
笛
を

吹
い
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
た
榮
優
真
さ
ん
（
早
町
中
２
年
）

は
「
技
術
の
高
い
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を

間
近
に
見
て
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」

と
話
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
コ
ー
ト
上
で
し
の

ぎ
を
削
っ
た
チ
ー
ム
同
志
が
「
奄
美
群

島
は
ひ
と
つ
」
と
、
互
い
の
健
闘
を
称

え
合
い
、
遅
く
ま
で
黒
糖
焼
酎
を
傾
け

つ
つ
交
流
を
深
め
た
と
い
う
。

その1

シ
マ
の
話
題

喜
界
、
悔
や
ま
れ
る
３
位

「
こ
の
敗
戦
を
糧
に
チ
ー
ム
の
再
構
築
は
か
る
」

郡
体
男
子
バ
レ
ー
喜
界
で
開
催

相手ブロックの上から攻める上地

前回優勝の和泊に勝利し喜ぶ喜界チーム 相手攻撃をブロックする中澤浩樹（右）

最後まで声を枯らした
100スポーツクラブ（小学生）の応援団

スタッフで揃えたポロシャツ
“ありがとう”でできた「喜」
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日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ー
グ（　
　
　

）

の
日
立
電
線
ブ
ル
ド
ッ
グ
ス
で
活
躍
し

た
元
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の

盛
重
洋
志
さ
ん
（
現
・
奄
美
高
校
工
業

科
教
諭
）
が
７
月
24
日
、
喜
界
島
を
訪

れ
、
町
体
育
館
で
高
校
生
や
中
学
生
、

１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
（
小
学

生
）
に
指
導
し
た
。

　

盛
重
さ
ん
は
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門

学
校
な
ど
を
経
て
プ
ロ
入
り
し
、
九
州

選
手
権
大
会
３
連
覇
や
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
選
出
の
実
績
を
持
つ
。
た
が
い
に
日

本
公
認
審
判
で
あ
る
喜
界
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
の
前
川
覚
さ
ん
（
赤
連
）

と
九
州
大
会
な
ど
で
知
り
合
い
、
前
川

さ
ん
の
「
喜
界
の
子
ど
も
た
ち
に
指
導

し
て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼
を
快
諾
し
て

来
島
が
実
現
し
た
。

　

盛
重
さ
ん
は
、
準
備
運
動
の
方
法
を

は
じ
め
、
基
礎
練
習
、
ド
リ
ブ
ル
時
に

手
元
や
ボ
ー
ル
を
見
る
の
で
は
な
く
、

周
囲
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
ド
リ
ブ
ル
し

な
が
ら
「
鬼
ご
っ
こ
」
な
ど
、
実
戦
的

な
練
習
法
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
よ
う
に
工
夫
を
し
な
が
ら
丁
寧
に

指
導
し
た
。

　

指
導
を
受
け
た
龍
田
翔
君
（
喜
高
３

年
）
は
「
高
い
意
識
を
持
ち
な
が
ら
の

基
礎
練
習
は
難
し
く
、
改
め
て
基
礎
の

大
切
さ
が
分
か
っ
た
」
と
礼
儀
正
し
く

話
し
た
。

　

盛
重
さ
ん
は
「
色
ん
な
所
で
教
え
て

い
る
が
、
短
時
間
で
笑
顔
を
見
せ
る
子

ど
も
た
ち
は
初
め
て
。
教
え
ら
れ
た
こ

と
を
素
直
に
吸
収
し
て
い
た
」
と
練
習

に
取
り
組
む
姿
勢
を
評
価
し
た
。　

　

消
防
操
法
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し

て
、
第
２
回
喜
界
町
消
防
団
操
法
研
修

会
が
７
月
３
日
、
第
二
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
あ
っ
た
。

　

町
内
の
消
防
団
か
ら
９
分
団
96
人
が

参
加
し
、
操
作
、
手
順
、
動
作
、
呼
唱

な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
操
法
演
習
が
あ
り
、
タ
ン

ク
車
の
部
２
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部

２
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
６
チ
ー

ム
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
の
放
水
ま
で
の

時
間
を
計
り
な
が
ら
、
気
合
い
の
入
っ

た
呼
唱
・
伝
達
・
合
図
や
キ
ビ
キ
ビ
と

し
た
動
作
で
、
正
確
か
つ
迅
速
な
操
作

を
披
露
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
訓
練
に
『
こ
れ
で

充
分
』
は
な
い
。
出
番
が
な
い
こ
と
が

一
番
だ
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、

常
に
技
術
向
上
に
努
め
た
い
」
と
話
し

た
。

　

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
が
７
月

16
日
、
加
藤
啓
雄
町
長
と
意
見
交
換
を

す
る
た
め
来
島
し
た
。

　

山
口
代
表
は
、
離
島
の
課
題
に
精
通

す
る
遠
山
清
彦
衆
議
院
議
員
や
公
明
党

県
議
、
党
職
員
な
ど
と
空
路
喜
界
島
入

り
し
、
生
駒
弘
町
議
も
合
流
し
て
加

藤
啓
雄
町
長
を
表
敬
訪
問
。
こ
の
日
に

合
わ
せ
、
事
前
に
生
駒
町
議
を
通
し
て

山
口
代
表
に
送
付
し
た
要
望
書
を
中
心

に
、
意
見
を
交
換
し
た
。

　

要
望
書
の
内
容
は
、
離
島
航
路
・
航

空
運
賃
対
策
、
農
業
振
興
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
整
備
、
地
震
・
津
波
対
策
、
緊

急
医
療
・
産
科
医
対
策
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
山
口
代
表

は
「
離
島
を
は
じ
め
地
域
振
興
も
大
き

な
党
の
方
針
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

貴
重
な
要
望
は
、
責
任
を
持
っ
て
国
政

の
場
に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
口
代
表
一
行
は
島
内
一

円
を
視
察
し
、
翌
日
に
は
奄
美
大
島
へ

と
向
か
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
に
続
き
打
越
あ
か

し
衆
議
院
議
員
も
来
島
し
（
本
誌
平
成

22
年
９
月
号
参
照
）、
農
業
や
商
工
観

光
業
の
関
係
者
ら
と
意
見
交
換
を
し

た
。

　

離
島
に
お
け
る
海
岸
漂
着
ご
み
問
題

の
解
決
な
ど
を
目
的
と
し
た(

社)

日

本
海
難
防
止
協
会
の
『
宝
の
島
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
と
し
て
７
月
23
日
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公
開
実
験
イ
ベ
ン

ト
が
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
搭
載

し
た
油
化
装
置
で
、
島
の
海
岸
に
漂
着

し
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
ス
チ
レ

ン
油
に
変
換
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
披
露
。
こ
れ
を
利
用
し
て
発

電
し
、
見
学
の
子
ど
も
ら
に
ワ
タ
菓
子

や
カ
キ
氷
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
川
畑
さ

お
り
さ
ん
ら
に
よ
る
余
興
の
音
響
装
置

の
電
源
に
使
用
し
た
。

　

参
加
し
た
澄
田
豪
大
く
ん
（
湾
小
４

年
）
は
「
ゴ
ミ
が
油
に
な
っ
て
ビ
ッ
ク

リ
。
島
か
ら
ゴ
ミ
が
な
く
な
る
か
も
」

と
驚
い
て
い
た
。　

元
プ
ロ
バ
ス
ケ
選
手
が
来
島
！

基
礎
か
ら
実
践
ま
で
技
術
指
導

丁寧・熱心に指導した盛重さん（左）

「
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
」

第
２
回
町
消
防
団
操
法
研
修
会

消防団操法研修会の様子

公
明
党
・
山
口
代
表
が
来
島

町
長
ら
と
意
見
交
換

町長らと意見を交わす山口代表（右）

『
宝
の
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で

漂
着
ゴ
ミ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
！『宝の島プロジェクト』イベントの様子

Ｊ
Ｂ
Ｌ
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

第
38
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
競
技
別
交
歓
大
会
が
７
月
23
日

（
土
）、
奄
美
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
７
競
技
93

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
（
入
賞
）
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

《
卓
球
》
団
体
男
子
３
位
、
団
体
女
子

２
位
、
女
子
個
人
５･

６
年
生
以
下

３
位
（
生
田
碧
）、
４
年
生
以
下
１
位

（
盛
友
愛
）、
３
位
（
本
田
美
華
）、《
軟

式
野
球
》
ブ
ロ
ッ
ク
別
３
位
、《
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
》
ブ
ロ
ッ
ク
別
２
位
、《
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
》
３
位
（
県
大
会

予
選
兼
）

示
し
、
国
の
動
向
を
受
け
鹿
児
島
県
が

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
を

話
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
学
習
意
識
調

査
よ
り
子
ど
も
の
学
習
意
欲
と
家
庭
学

習
の
時
間
が
40
年
前
と
比
較
し
て
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
１
年
生
に
か
け
て

の
い
わ
ゆ
る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
呼
ば
れ

る
時
期
に
学
力
定
着
に
向
け
て
の
課
題

が
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
の
要
望
や
社
会
の
情
勢
の
変

化
、
価
値
観
の
変
容
な
ど
学
校
や
教
職

員
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
教
師
は
、
厳
し

さ
を
も
ち
教
育
に
携
わ
る
重
要
性
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
育
が
人
づ

く
り
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
世
代

に
引
く
次
ぐ
べ
き
こ
と
と
し
て
日
本
人

と
し
て
の
心
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
社

会
が
求
め
る
学
力
観
・
教
育
観
も
変
容

し
て
お
り
、
先
進
国
と
し
て
日
本
（
人
）

は
、
何
を
目
標
に
し
て
い
く
の
か
、
ま

た
時
代
を
超
え
て
大
切
に
し
て
行
く
も

の
は
何
か
話
さ
れ
、
教
育
に
お
け
る
不

易
と
流
行
の
大
切
さ
に
つ
い
て
指
導
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

と
し
て
教
職
員
の
資
質
向
上
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
全
国
の
優
秀
教
員
を
対
象

に
し
た
調
査
や
学
力
の
高
い
秋
田
県
の

　

七
月
二
十
七
日
（
水
）
に
喜
界
町
教

職
員
教
育
講
演
会
（
町
教
育
委
員
会
主

催
）
が
喜
界
町
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
大
研
修
室
で
あ
り
、
町
内
各
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
か
ら
約
百
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
鹿
児
島
県
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
中
野
健
作
（
な
か
の
け
ん
さ
く
）

所
長
を
講
師
に
迎
え
、「
教
育
に
携
わ
る

者
の
矜
恃（
誇
り
）を
胸
に
」と
い
う
演

題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
教
育
を
考
え
る
視
点
を
７
つ

取
組
事
例
の
紹
介
を
通
し
て
「
真
の

教
育
は
、
魂
の
設
計
」
で
あ
る
こ
と

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
こ
そ
「
感
動
と
感
化
」

の
教
育
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
ク

ラ
ー
ク
博
士
の
言
葉
や
昭
和
四
七
年

九
月
に
鹿
児
島
県
盲
語
学
校
を
訪
問

さ
れ
た
美
智
子
妃
殿
下
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
も
と
に
、
教
育
に
携
わ
る
者
と

し
て
常
に
矜
恃
を
胸
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
講

演
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
先
生
方
も
一
学
期

を
終
え
た
今
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
で

の
教
育
活
動
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
活
動
へ
意
欲
を
高
め
る
こ

と
で
し
た
。

円陣を組んで選手を鼓舞する碇山監督
「勝ち負けは気にするな！」（サッカー）

喜
界
町
教
職
員
教
育
講
演

会
が
行
わ
れ
る

第
38
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会

結
成
し
て
約
三
ヶ
月
。
勝
負
は
二
の

次
で
目
標
は
力
を
出
し
切
る
こ
と
で

し
た
が
「
緊
張
し
ま
し
た
」

エ
ー
ス
吉
崎
の
小
学
生
離
れ
し
た
ス

パ
イ
ク
で
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
も

の
の
、
準
決
勝
で
優
勝
チ
ー
ム
に
惜

敗

総
勢
50
人
の
名
門
・
ガ
ッ
ツ
喜
界
。

個
々
の
力
は
劣
ら
な
い
が
「
試
合
慣

れ
し
て
な
い
」
が
課
題
？
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その2

シ
マ
の
話
題

　

第
一
中
学
校
（
作
井
望
校
長
、
生
徒

１
７
０
人
）
の
生
徒
ら
は
７
月
３
日
・

４
日
の
２
日
間
、『
総
合
的
な
学
習
』

の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
企
業
や
公
共

機
関
な
ど
で
職
場
体
験
学
習
を
し
た
。

　

同
校
３
年
の
盛
山
円
香
さ
ん
は
役
場

企
画
課
を
希
望
し
、
広
報
き
か
い
の
編

集
な
ど
に
挑
戦
し
た
。
盛
山
さ
ん
は
、

毎
月
広
報
き
か
い
を
楽
し
み
に
読
ん
で

い
る
と
い
い
、
昨
年
に
職
場
体
験
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、「
来

年
は
こ
こ
に
行
き
た
い
！
」
と
思
っ
た

と
い
う
。

　

初
日
は
、
い
き
な
り
朝
一
番
に
ス
ギ

ラ
ビ
ー
チ
の
ハ
マ
ゴ
ボ
ウ
が
盗
掘
さ
れ

た
と
の
通
報
が
同
課
に
あ
り
、
盛
山
さ

ん
は
自
然
保
護
担
当
職
員
に
同
行
。
通

報
者
へ
の
聞
き
取
り
や
現
場
調
査
に
立

ち
会
っ
た
。
役
場
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
、

手
久
津
久
の
ト
ー
チ
カ
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
構
築
さ
れ
た
戦
場
の
防
御
陣
地
）

な
ど
を
取
材
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
広
報
紙
担
当
職
員
か

ら
取
材
の
方
法
や
記
事
の
書
き
方
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
自
身
が
通
う
第
一
中

学
校
へ
『
母
校
訪
問 

思
い
出
は
永
遠

に
』コ
ー
ナ
ー
の
取
材
に
同
行
。
”
記

者
“
と
な
っ
て
、
作
井
校
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
た
。

　

翌
日
は
、
役
場
各
課
の
業
務
内
容
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
百
之
台
公
園
の
案

内
板
設
置
作
業
の
手
伝
い
な
ど
を
し
た
。

　

２
日
間
の
職
場
体
験
を
終
え
て
盛
山

さ
ん
は
「
日
頃
は
読
む
側
の
広
報
き
か

い
を
作
る
側
と
し
て
体
験
し
、
い
つ
も

と
は
違
う
立
場
で
一
中
を
訪
れ
た
。
普

段
と
は
違
う
目
線
で
物
事
を
見
つ
め
る

と
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り
、
と
て
も

貴
重
な
二
日
間
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

（
※
編
者
よ
り　

こ
の
記
事
は
、
盛
山

さ
ん
自
身
が
執
筆
し
、
彼
女
の
素
晴

ら
し
い
構
成
力
や
表
現
力
を
生
か
す
た

め
、
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し

た
。）

 

本
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ぶ
伊
佐
市

の
平
出
水
小
学
校
（
有
馬
え
り
子
校
長
、

児
童
25
人
）
の
児
童
や
保
護
者
、
教
員

ら
25
人
（
う
ち
児
童
12
人
）
は
７
月
16

日
と
17
日
、
喜
界
島
を
訪
れ
、
小
野
津

小
児
童
ら
と
交
流
し
な
が
ら
島
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
、
自
然
と
親
し
ん
だ
。

　

小
野
津
小
が
昨
年
、
伊
佐
市
に
招
か

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今
回
の
交

流
が
実
現
し
た
と
い
う
。

　

接
近
す
る
台
風
６
号
の
影
響
で
、
当

初
の
３
日
間
か
ら
２
日
間
に
日
程
が
短

縮
さ
れ
た
も
の
の
、
初
日
は
、
普
段
か

ら
小
野
津
小
と
交
流
が
あ
る
阿
伝
、
坂

嶺
の
両
校
児
童
も
合
流
し
、
地
下
ダ
ム

や
阿
伝
の
石
垣
な
ど
を
見
学
。
A
コ
ー

プ
で
の
伊
佐
米
販
売
や
、
小
野
津
校
区

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
追
い
込
み
漁
な

ど
も
し
た
。

　

翌
日
、
両
校
は
小
野
津
小
体
育
館
で

交
流
。
改
め
て
互
い
に
自
己
紹
介
を
し

た
後
、
小
野
津
小
は
『
小
野
津
獅
子
太

鼓
』
を
、平
出
水
小
は
ヒ
ッ
ト
曲
『
マ
ル
・

マ
ル
・
モ
リ
・
モ
リ
』
を
踊
り
な
が
ら

披
露
し
た
。

　

平
出
水
小
の
児
童
ら
は
、
見
慣
れ
な

い
景
色
や
海
、
自
然
な
ど
に
触
れ
、
鶏

飯
な
ど
の
郷
土
料
理
も
体
験
す
る
な

ど
、
短
い
間
で
も
充
分
に
喜
界
島
を
楽

し
ん
だ
。

　

短
期
体
験
留
学
を
利
用
し
て
祖
母
の

住
む
伊
佐
市
を
訪
れ
、
そ
の
ま
ま
平
出

水
小
児
童
に
同
行
し
た
ハ
ワ
イ
在
住
の

ハ
フ
・
リ
バ
テ
ィ
ー
さ
ん
（
12
）
は
「
波

が
大
き
か
っ
た
け
ど
、
ハ
ワ
イ
み
た
い

に
海
が
き
れ
い
。
喜
界
島
の
子
た
ち
と

友
だ
ち
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
上
手

な
日
本
語
で
話
し
た
。

　

昭
和
57
年
か
ら
同
61
年
に
生
ま
れ
た

年
代
で
作
る
グ
ル
ー
プ
（
名
称
未
定
、

益
田
辰
也
代
表
世
話
人
）
は
６
月
26
日
、

ユ
リ
自
生
地
の
環
境
向
上
の
た
め
、
荒

木
海
岸
の
下
刈
り
を
し
た
。

　

今
回
は
35
人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。

ム
タ
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
の
海
岸
の
ス
ス
キ

や
ギ
ン
ネ
ム
な
ど
の
雑
草
・
雑
木
を
伐

採
し
た
。

　

益
田
さ
ん
は
「
以
前
か
ら
『
島
の
た

め
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
』
と
い
う
思

い
で
、
色
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
以
前
は
、
こ
の
一
帯
を
覆
う
ほ

ど
ユ
リ
が
咲
い
て
い
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
景
観
を
復
活
で
き
れ
ば
」
と

話
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
数
年
、
海
岸
漂

着
ゴ
ミ
の
撤
去
や
各
地
区
の
清
掃
作
業

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

作井校長にインタビューする盛山さん（右）

盛
山
さ
ん
（
一
中
３
年
）
が“
広
報

紙
”の
一
日
編
集
者
に
挑
戦
‼

喜
界
と
伊
佐
の
児
童
が
交
流
学
習

　

ー
島
の
文
化
や
自
然
を
満
喫
ー

島
を
思
う
若
者
ら
、
ユ
リ
復
活
を

想
い
海
岸
を
下
刈
り

追い込み漁では色鮮やかな魚にビックリ

またたく間に「サーザー」となった荒木海岸

最後はみんなで「小野津カレー」！
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≪支援内容≫
〇相談（面談・電話・メール）
　現在の状況を客観的に見つめ、自立へ向けてのステップを一緒に考えます。生活習慣の改善等、
まずは小さな目標を立ててみます。

○職場見学・職業体験
　様々な企業・施設への訪問や農作業体験・パソコン練習等多種多様な活動を通して、就職に向け
た心構えや技能を身につけます。

○家族のサポート
　相談員がじっくりとお話を聞きます。また同じ悩みを抱える家族同士で語り合う場を設けます。

ひとりで悩まないで、はじめの一歩を踏み出してみませんか。

ニート（若年無業者）、ひきこもり等悩みを抱える若者の職業的自立を
サポートします。

「奄美若者サポートステーション」
をご利用ください

【開所時間】月曜〜金曜　午前９時〜午後６時（相談受付は午後５時まで）
　　　　　　※土・日・祝祭日・年末年始は休み

【連絡先】〒８９４−００３６　奄美市名瀬長浜町２３−２５
　　　　　NPO 法人奄美青少年支援センター「ゆずり葉の郷」内
　　　　　
　　　　  
              電話　０９９７- ５７- ０７７０（ＦＡＸ兼用）
　　　　　　　E メール　amami-saposute@polka.ocn.ne.jp
              ホームページ　http://amami-saposute.sakura.ne.jp/

奄美若者サポートステーション
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す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス

　

厚
生
労
働
省
は
、
国
民
が
健
康
で
安

心
で
き
る
食
生
活
を
送
る
た
め
に
八
月

を
「
食
品
衛
生
月
間
」
と
定
め
、 

食
中

毒
事
故
の
防
止
と
食
品
衛
生
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
は
、
家
庭
で
も
多
く
発
生
し

て
お
り
、
特
に
夏
季
は
細
菌
性
の
食
中

毒
が
発
生
し
や
す
く
注
意
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
食
中
毒
の
予
防
方
法
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
食
品
購
入
の
際
は
消
費
期
限　

・
賞

　

味
期
限
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
新
鮮

　

な
物
を
購
入
す
る
。

②
購
入
し
た
食
品
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に

　

保
存
す
る
。
冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
に

　

も
注
意
す
る
。

③
調
理
前
は
手
を
洗
い
、
ま
な
板
や
包

　

丁
の
洗
浄
殺
菌
も
十
分
に
す
る
。

④
加
熱
は
食
品
の
内
部
ま
で
十
分
に
行

　

う
。

⑤
清
潔
な
器
具
・
食
器
を
使
用
し
、
調

　

理
し
た
食
品
は
な
る
べ
く
早
く
食
べ

　

る
。

⑥
残
っ
た
食
品
は
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た

　

り
、
怪
し
い
と
思
っ
た
と
き
は
思
い

　

切
っ
て
捨
て
る
。

☆
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
☆

サ
ル
モ
ネ
ラ

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

　

主
な
感
染
源
は
肉
や
鶏
卵
な
ど
。

　

生
肉
を
扱
っ
た
後
の
手
、
ま
な
板
、

　

包
丁
な
ど
は
す
ぐ
に
洗
う
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

　

夏
場
、
近
海
で
と
れ
る
魚
介
類
か
ら

　

検
出
さ
れ
る
。

　

お
刺
身
は
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
。

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

　

手
指
の
傷
口
に
多
く
付
着
し
て
い

　

る
。
傷
が
あ
る
手
で
調
理
し
な
い
よ

　

う
に
す
る
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

　

冬
場
に
発
生
し
や
す
く
、
生
カ
キ
や

　

調
理
人
の
手
を
介
し
て
感
染
す
る
。

　

手
洗
い
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
下

　

痢
な
ど
体
調
の
悪
い
時
は
調
理
を
し

　

な
い
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

　

代
表
的
な
も
の
は
０
‐
１
５
７
。
主

　

な
感
染
源
は
肉
類
。
食
肉
を
生
や
加

　

熱
不
足
の
状
態
で
食
べ
る
事
で
感
染

　

す
る
。
主
な
症
状
は
水
様
下
痢
、
激

　

し
い
腹
痛
、
血
便
、
嘔
吐
、
発
熱
。

　

75
度
で
１
分
間
の
加
熱
で
死
滅
す

　

る
。

家
庭
で
の
食
中
毒
を

　
　
　
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

峰山喜成くん渉  花咲ちゃん 豊　雄翔くん 山本蒼生くん 平野　陸くん

3歳児健診でむし歯ゼロだったよ！

☆
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
☆

　さとうきびの搾り汁に中和・沈殿等による不純物の除去を行い、煮沸による濃縮を行った後、糖蜜分の分離等の
加工を行わずに、冷却して製造した砂糖で、固形または粉末状のものです。
　また、黒糖と黒砂糖は同じもので、違いはありません。

※黒糖ではない商品に、「黒糖」「黒砂糖」の商品名を使用できません。
※黒糖を使用していないのに、「黒砂糖入り」「○○黒砂糖」「黒糖○○」などと表示することはできません。
※加工黒糖や再製糖の場合は、名称表示に「黒糖」「黒砂糖」は使用できませんので、「加工黒糖」と表示しなけれ
　ばなりません。
※黒糖の原産国や国内であれば生産地名（例：喜界町・喜界島・沖縄県など）を表示しなければなりません。

問合先：鹿児島県食品表示１１０番（食品表示総合窓口）
　　　　TEL ０９９−２８６−２８５５（県庁生活・文化課消費者行政推進室）

黒糖・黒砂糖とは？

どのようなことが変わりますか？

黒糖・黒砂糖の商品の表示が変わります

手洗いを心がけよう！
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8月は人権同和問題啓発強調月間です
  鹿児島県では，８月を ｢人権同和問題啓発強調月間｣ と定め，この期間中にテレビ，ラジオスポットに
よる啓発放送や新聞広告，じんけんフェスタ 2011 の開催など，様々な人権啓発活動を集中的に実施します。
　私たちの社会には，同和問題をはじめ，子どもや高齢者への虐待，女性，障がい者等に関する人権問題
が，依然として存在しています。
　また，東日本大震災に伴い，原発事故のあった福島県からの避難者が差
別される事案の報道もありました。
　これらの人権問題を解決するためには，県民一人ひとりがお互いの人権
を尊重し，偏見や差別のない社会の実現に向けて意識を高めていくことが
大切です。
　この機会に，皆さんも身近なことから人権について考えてみませんか。

人権に関することは ･･･ 人権擁護委員へご相談下さい。
喜界町人権擁護委員（平成 23 年 8 月 1 日現在）
金久 三津枝（先山）、体岡 光子（坂嶺）、基井 宏信（阿伝）

お問い合わせ先
鹿児島県人権同和対策課　099（286）2574



　幼少期を喜界島で過ごし、直木賞候補にもなっ
た小説家、安達征一郎氏と喜界島に古くから伝わ
る八月踊りが、筑紫女学園大学文学部（福岡・太
宰府市）の公開講義「安達征一郎文学と喜界島八
月踊り」として７月９日午前、同大学で紹介され
た。奄美や沖縄の文学も研究する同大学の松下博
文教授が企画し、本町出身の小栁道枝太宰府市市
議会議員の尽力で実現した。
　安達氏については、喜界島郷土研究会の北島公
一さん（佐手久）が、昨年 11 月に赤連に建立さ
れた氏の文学碑の除幕式の様子と小説に影響を与
えた喜界島の原風景を紹介した。
　八月踊りは、志戸桶十五夜会が『うるしうるし
節』『フゥミンニャベエー』『風雲（カサクムー）』

『サッカキ山』を、あわせて喜界島民謡保存会が
『朝花』『ストトン節』『いきゅんにゃかな』『六調』
などを披露した。
　同行した外内千里町文化協会会長は「学生らか

らは質疑応答の時に質問攻めにされた。特にハ
トゥ（口笛）や奄美の三味線に興味を持ったよう
だ。松下教授から『このような公開講座で予定時
間を過ぎて質問があるのは珍しい』と言われた」
などと話した。
　同日午後は、九州国立博物館でも同様に八月踊
りや島唄を披露し、同日夜は、同市内のホテルで
同大学関係者や福岡喜界会有志などとの交流会で
親睦を深めた。

国立九州博物館の前で記念撮影

安達征一郎文学と喜界島八月踊りを発信！！
〜筑紫女学園大学と九州国立博物館で〜

その3

シ
マ
の
話
題

偶
然
の
再
会

　

韓
国
行
き
の
飛
行
機
の
中
で
、
機
内
に

備
え
付
き
の
雑
誌
一
冊
を
手
に
し
て
パ

ラ
パ
ラ
捲
っ
て
み
た
。
あ
る
ペ
ー
ジ
に
私

の
目
を
引
く
記
事
が
あ
っ
た
。「
島
唄
専

門
ラ
ジ
オ
喜
界
島
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

記
事
だ
っ
た
。「
喜
界
島
」
と
い
う
文
字

が
浮
き
上
が
る
よ
う
に
見
え
て
、
思
い
も

よ
ら
な
い
所
で
そ
の
文
字
を
見
か
け
た

時
は
知
り
合
い
と
偶
然
町
で
出
会
っ
た

か
の
よ
う
な
驚
き
と
喜
び
だ
っ
た
。

　

去
年
９
月
国
立
国
語
研
究
所
の
企
画

で
、
喜
界
島
方
言
合
同
調
査
に
参
加
し
、

初
め
て
喜
界
島
を
訪
れ
た
。
喜
界
島
へ
行

く
前
ま
で
は
、
か
な
り
不
安
だ
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
日
本
語
は

外
国
語
で
あ
り
、
日
本
に
来
て
か
ら
は
東

京
で
し
か
住
ん
だ
こ
と
が
な
い
た
め
、
奄

美
方
言
が
私
に
分
か
る
の
か
な
と
い
う

疑
問
、
だ
か
ら
調
査
に
つ
い
て
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
感
、
で
も
ど

の
よ
う
な
方
言
な
の
か
体
験
し
て
み
た

い
と
い
う
期
待
感
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い

た
。
今
は
、
そ
の
よ
う
な
不
安
感
な
ど
も

島
の
自
然
、
人
々
、
方
言
と
共
に
す
べ
て

が
大
事
な
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。

　

記
事
は
、
島
唄
と
三
線
、「
ラ
ジ
オ
喜

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

   

喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
…
⑦

姜
英
淑
（
か
ん
よ
ん
す
く
・
松
山
大
学
外
国
人
特
別
専
任
講
師
）

界
島
」
を
運
営
す
る
あ
る
人
を
中
心
に
、

そ
の
文
化
と
自
然
を
次
代
に
伝
え
て
い

こ
う
と
す
る
人
た
ち
を
紹
介
し
て
い
た
。

「
ラ
ジ
オ
喜
界
島
」
は
、
主
に
島
唄
を
発

信
し
て
い
て
、
全
編
方
言
で
で
き
て
い
る

島
唄
を
大
事
に
記
録
し
伝
え
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、

役
場
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
安
田

民
謡
教
室
が
、
そ
こ
で
習
っ
て
い
る
人
達

の
写
真
と
一
緒
に
、
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

去
年
、
合
同
調
査
団
の
歓
迎
会
が
開
か
れ

た
場
所
だ
と
思
い
、
じ
っ
く
り
写
真
を
見

て
い
た
ら
写
真
の
中
に
知
っ
て
い
る
顔

が
写
っ
て
い
た
。
英
語
教
師
と
し
て
赴
任

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
ダ
ム
さ
ん

で
、
去
年
の
歓
迎
会
で
、
島
唄
に
合
わ
せ

て
皆
と
一
緒
に
踊
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。
写
真
の
中
で
三
線
を
抱
え
て
い
る

姿
が
よ
く
似
合
っ
て
い
る
。
あ
の
時
の
歓

迎
会
は
外
国
人
の
私
に
と
っ
て
は
特
別

な
体
験
だ
っ
た
。
プ
ロ
の
唄
者
が
唄
う
民

謡
は
と
て
も
迫
力
あ
っ
て
、
伸
び
が
あ
っ

て
心
地
よ
く
聞
こ
え
た
。
沖
縄
民
謡
と
も

似
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
島
唄
を
聞
い
た
時

に
は
韓
国
の
民
謡
と
も
非
常
に
似
て
い

る
と
感
じ
た
。
韓
国
の
民
謡
も
裏
声
を
よ

く
使
っ
て
唄
う
の
が
コ
ツ
で
あ
る
。
歓
迎

会
で
一
緒
に
踊
っ
た
踊
り
も
、
韓
国
の
伝

統
の
踊
り
と
似
通
っ
て
い
て
、
最
初
は
ぎ

こ
ち
な
い
動
き
だ
っ
た
が
す
ぐ
慣
れ
た
。

韓
国
は
腕
全
体
と
手
首
を
し
な
や
か
に

使
う
の
だ
が
、
日
本
は
手
首
を
上
手
に
使

う
ん
だ
な
と
感
じ
た
。
そ
の
動
き
は
福
を

手
招
き
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と

後
か
ら
教
え
ら
れ
て
な
る
ほ
ど
と
思
っ

た
。
民
謡
が
似
て
い
た
り
、
踊
り
の
動
き

が
似
て
い
た
り
す
る
こ
と
は
偶
然
の
こ

と
で
は
な
く
、
大
昔
か
ら
お
互
い
影
響
し

合
っ
て
い
た
か
ら
だ
な
と
素
人
で
あ
り

な
が
ら
も
思
っ
た
。

　

去
年
の
合
同
調
査
の
後
、
韓
国
行
き
の

飛
行
機
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
「
喜

界
島
」
と
再
会
し
た
の
が
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
雑
誌
に
載
っ
て
い
た
「
ラ
ジ
オ

喜
界
島
」
を
ネ
ッ
ト
で
聞
い
て
み
よ
う
と

思
う
。　

方 言 調 査 の 様 子 （ 塩 道 ）

11　Kikai  Public  Relations  2011.8
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〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

し
な
や
か
に
花
び
ら
揺
る
る
危
ふ
き
よ

葉
月
し
ず
け
き
木む
く
げ槿
の
季
節嶺

倉　

祝
子

愛
国
心
に
燃
え
て
命
を
捧
げ
た
る

学
徒
を
偲
ぶ
八
月
の
空

林　
　

蓮
香

※
先
月
号
の
林
蓮
香
さ
ん
の
句
に
誤
植
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
再
掲
し
ま
す
。「
つ

ぐ
む
」
→
「
つ
む
ぐ
」

短う

た歌
の
道
生
涯
歩
ん
で
い
き
た
し
と
思

い
浮
か
べ
ば
こ
と
ば
を
つ
む
ぐ

く
ち
な
し
の
実
の
熟
れ
を
待
ち
糸
を
黄

に
染
め
て
手
提
げ
を
編
み
し
遠
き
日

有
村　

道
子

黒
潮
の
流
る
る
面お
も

を
見
は
る
か
す

我
が
島
守
り
の
森
の
天
神

平
尾　

チ
ヨ

敗
戦
に
苦
し
み
鍬
に
て
開
墾
せ
し

台
地
は
通
信
の
塔
め
ぐ
り
立
つ弥

島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

短
歌
作
り
五
感
育は
ぐ
くみ

邪
悪
払
ひ
老
ひ
も

研と

が
る
る
日
々
の
よ
ろ
こ
び豊

島　
　

瞳

台
風
の
う
な
り
声
に
て
鳥
は
去
り

樹き木
も
た
ゆ
と
う
て
息
を
ひ
そ
め
る

井
澤
紀
美
子

明
け
方
に
ブ
ラ
ッ
ク
で
コ
ー
ヒ
ー
至
福

な
り
一
気
に
目
覚
め
妙
薬
と
な
り
ぬ

平
島　

初
子

「
あ
り
が
と
う
」
吾あ

こ子
ら
に
届
け
し
贈

物
夫
笑え

み顔
零
れ
父
の
日
乾
杯前

田
喜
代
美

戦こ

う

ほ

う

死
公
報
受
け
泣
く
こ
と
さ
え
も
憚は
ば
か

ら

れ
芭
蕉
の
葉
陰
に
月
仰
ぎ
い
し美

代　

イ
シ

貫
き
て
な
で
し
こ
ス
タ
イ
ル
芯
つ
よ
る

天
下
を
と
り
て
仲と

も間
と
う
れ
し
む

島
崎　

久
代

父ち
ち
は
は母

の
小こ
ば
た
け畑

芽愛

出で

る
傍
ら
に

真ま
し
ろ白
に
映生

ゆ
る
と
ぅ
う
む
じ
の
花

徳　
　

成
寿

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑪

解　

説

　

イ
ン
ニ
ュ
ミ
と
は
、
麦
粉

（
は
っ
た
い
粉
）
に
黒
砂
糖

を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
。

　

昔
、
イ
ン
ニ
ュ
ミ
は
高
価

で
あ
り
、
庶
民
の
口
に
は
滅

多
に
入
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
高
級
品
を
毎
日
の

お
茶
請
け（
茶ち
ゃ
じ事
請
け
・
サ
ジ

ウ
キ
）
に
し
て
い
る
と
、
家

を
傾
け
て
し
ま
う
。「
ぜ
い
た

く
は
す
る
な
」
と
い
う
戒
め
。

喜
界
歌
壇

イ
ン
ニ
ュ
ミ
カ
ニ
ャ
ー

（
イ
ン
ニ
ュ
ミ
食
い
の
）

ヤ
ー
ト
ー
ラ
ー

（
家
倒
し
）

『
税
で
創
る
、あ
か
る
い
未
来
』

８
月
末
日
は
、

　

町
県
民
税
税
２
期
分

　
　
　
　

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

喜界町の推計人口
（平成 23 年 8 月 1 日現在）

世帯数・・・3,611 戸（△   9）

人　口・・・8,081 人（△ 11）

　男　・・・3,868 人（△   5）

　女　・・・4,213 人（△   6）

　　　（　　）は前月比

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

中　

間　

伊
東　

和
子

川　

嶺　

光
岡
美
智
子

池　

治　

植
田　

國
夫

荒　

木　

玉
利　

博
道

赤　

連　

吉
田　

定
仁

■
ふ
る
さ
と
寄
附
者

　
　
　
　
　  （
敬
称
略
）

加　

藤　

末　

昭　

千
葉
県

平　

田　
　
　

稔　

大
阪
府

戸
籍
の
窓

社
協
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

池
　
　
麻ま

き希
・
克
章
・
赤
連

赤
崎
　
日ひ

な渚
・
哲
朗
・
塩
道

中
督
紋も
ん
の
じ
ょ
う

之
城
・
洋
志
・
大
朝
戸

益
田
　
大た
い
せ
い誠
・
大
進
・
湾

勇
　
里り

お

か

桜
花
・
美
幸
・
赤
連

向
吉
　
悠ゆ

う

み珠
・
光
一
・
赤
連

宮
本
　
麗れ

い

な菜
・
一
徹
・
花
良
治

氏
　
　
名

保
護
者

住
所

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

　
湾
　
・
酒
井
　
久
安
・
67
才

池
　
治
・
植
田
　
協
子
・
64
才

荒
　
木
・
玉
利
　
繁
光
・
84
才

赤
　
連
・
吉
田
　
園
枝
・
85
才

志
戸
桶
・
平
田
　
常
助
・
96
才

上
嘉
鉄
・
前
川
　
ミ
ツ
・
84
才

志
戸
桶
・
福
山
　
ケ
イ
・
99
才

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
お
幸
せ
に

氏
　
　
　
名

住
　
所

（
川
　
村
　
秀
　
章
・
坂
　
嶺

バ
リ
ナ
ガ
イ
カ
ス
テ
ィ
リ
ョ
、

ア
リ
シ
ア
・
比
　
国
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島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 
ヒメハマナデシコ（姫浜撫子）

　日本固有種で、和歌山県から沖縄県西表島までの海岸線に自生
するナデシコ科ナデシコ属の多年草。ナデシコは品種改良され
た園芸種が数多くあるが、これは在来種である。なお、ナデシ
コとはナデシコ属の総称で、一般的に「ナデシコ」と呼ばれる
園芸種の原種となった品種は、「カワラナデシコ（ヤマトナデシ

コ）」である。他に、ハ
マナデシコやシナノナデ
シコなどがある。
　ナデシコ属の花言葉は

「純愛」「大胆」「勇敢」。
　強風吹きすさぶ養分の少ない浜辺や岩場で、それでもしっ
かりと根を張り、小さく可憐な花を咲かせるヒメハマナデ
シコは、体格・体力で圧倒する欧米の強豪を次々と打ち破っ
て世界一に輝いたサッカー W 杯の「なでしこジャパン」と
見事に重なる。この花を見つけて「島にも撫子がいたのだ」
と感動した。

vol.

38

7月

パピリオナンテ・テレス
　中国南部からインド北部、ネパール、インドシナが原産のラン科ヒスイラン（バンダ）属の多年草。別名でバンダ・
テレス、中国名で凤蝶蘭（凤とは不死鳥「鳳凰」。雄を「凤」、雌を「凰」）。
　細長く３メートルにも達する茎に棒状の葉がわずかに付く地味な植物であるが、ひとたびカトレアに似る花を咲
かせると様子は一変し、周囲までも華やかな雰囲気を演出して見応えがある。純白の花を付ける改良品種『オオヤ
マザキ』などもある。病害虫に強く、強い日差しを好む。花言葉は不明。

ウナズキヘリコニア
　熱帯アメリカ原産のオウムバナ（ヘリコニア）科オウム
バナ（ヘリコニア）属の常緑多年草。オウムバナ科はバショ
ウ科から分かれた科であり、１属に約８０種ある。
　草丈は３ｍほどになり、花序は３０cm ほど垂れ下がる。
赤く見えるのは花びらではなく「ガク（萼）」であり、イ
チゴやナスの「ヘタ（蔕）」にあたる部分である。そのカ
ニバサミのような形のガクの中に、花はひっそりと咲いて
いる。バショウ科に近いことから、葉はバナナやゴクラク
チョウカのそれと似る。花言葉は不明。
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母
校
訪
問第

一
中
学
校

　

第
一
中
学
校
は
昭
和

23
年
、
学
制
改
革
に
よ

り
新
制
中
学
校
と
し
て

開
校
し
て
現
在
に
い
た

る
（
当
初
、
敷
地
内
に

町
立
実
業
高
校
も
併
設

さ
れ
た
）。

　

現
在
で
は
、「
日
々

成
長
す
る
一
中
生
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
一
人
ひ
と
り
に
居

場
所
あ
る
学
級
・
教
科

運
営
を
心
掛
け
な
が

ら
、
学
習
習
熟
度
に
合

わ
せ
て
個
別
指
導
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぼ
う

と
、「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
を
利
用
し
て
、

年
４
回
の
「
き
か
い
学
」
を
開
講
し
て
い

る
。

　

部
活
動
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
昭
和

49
年
の
県
中
学
野
球
大
会
優
勝
を
始
め
、

女
子
バ
レ
ー
や
女
子
駅
伝
、
男
子
テ
ニ
ス
、

サ
ッ
カ
ー
、
合
唱
や
吹
奏
楽
な
ど
が
郡
や

県
の
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、

大
島
地
区
駅
伝
大
会
男
子
の
部
で
平
成
14

年
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年
優
勝
を
独
占
す
る
な

ど
、
陸
上
競
技
全
般
で
の
活
躍
が
目
立
つ
。

　

生
徒
会
も
、
積
極
的
に
生
徒
間
で
意
見

を
出
し
合
う
な
ど
自
主
的
に
活
動
し
て
お

り
、新
入
生
へ
の「
生
徒
会
入
会
式
」で
は
、

学
校
の
一
日
を
劇
に
し
て
披
露
し
、
あ
わ

せ
て
部
活
動
紹
介
な
ど
も
生
徒
会
主
導
で

行
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
も
積
極
的
・
協
力
的
で
あ
り
、

父
親
で
作
る
「
お
や
じ
の
会
」
は
、

土
日
パ
ト
ロ
ー
ル
や
登
校
時
の
校
門

あ
い
さ
つ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
で
閉
校
と
な
る
た
め
、
思

い
出
に
残
る
体
育
大
会
や
文
化
祭
の

開
催
や
、
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
な

る
閉
校
式
や
記
念
誌
発
行
の
準
備
に
、

関
係
者
ら
と
協
力
し
て
取
り
か
か
っ

て
い
る
と
い
う
。

昭和20年代、校庭奥に茅葺き校舎が見える

生徒会入会式の様子（女子バスケ部紹介）部活動の様子（吹奏楽部）

「おやじの会」による朝のあいさつ活動

校長：作井　望（第22代）、教職員19人・生徒数170人・学級数７

お
も
い
で
は
永
遠
に
⑤

〈
校
　
訓
〉

自
主
・
創
造

好
学
・
健
康

礼
儀

年度 児童数 学級数
昭和41 606 15
　　46 519 14
　　50 448 11
　　55 308 8
　　63 276 9
平成元 262 9
　　 5 262 7
　　10 250 9
　　15 199 7
　　21 177 7

児童数等の推移

学
校
概
要

 

　
校
　
歌

作
詞　

上
原 

富
雄 

作
曲　

田
畑 

正
隆 

一
見
よ
連
綿
の　

文
の
町

　

千
古
を
ひ
む
る　

緑
島

　

海
を
控
え
て　

鎮
も
れ
る

　

こ
こ
天
神
の　

朝
ぼ
ら
け

　

松
風
い
ま
や　

胸
を
う
つ

　

こ
れ
ぞ
我
等
の　

喜
界
一
中

二
紫
紺
の
み
空　

輝
き
て

　

海
山
ほ
ゆ
る　

自
治
の
華

　

学
び
の
徳
を　

身
に
し
み
て

　

人
の
亀
鑑
と　

仰
が
れ
ん

　

新
し
き
鐘　

つ
く
ぞ
今

　

こ
れ
ぞ
我
等
の　

喜
界
一
中

三
見
よ
四
方
の
海　

荒
ぶ
と
も

　

血
潮
は
お
ど
る　

希
望
あ
り

　

輝
く
平
和
の　

か
じ
と
り
て

　

理
想
の
島
を　

う
ち
た
て
ん

　

勇
む
健
児
の　

意
気
し
る
や

　

こ
れ
ぞ
我
等
の　

喜
界
一
中


